
TEMM18の成果

「三カ国共同行動計画(2015～2019)」に基づく協力プロジェクトの進展の確認
（共同行動計画に盛り込まれた優先９分野）
①大気環境改善 ②生物多様性 ③化学物質管理と環境に係る緊急時対応 ④資源循環利用/３R/電気電子機器の越境移動
⑤気候変動対策 ⑥水及び海洋環境保全 ⑦環境教育、人々の意識向上及び企業の社会的責任 ⑧地方環境管理
⑨グリーン経済への移行

（TEMM18の位置付け）
１．昨年採択された「三カ国共同行動計画」に基づく協力プロジェクトの進捗を確認する初めての機会
２．「持続可能な2030アジェンダ」及び「パリ協定」の2つの国際枠組みの採択以降初めてのTEMM

（TEMM18の成果）
１．各分野の活動の進展及び今後も協調的な取組を継続・拡大することを確認（下記参照。）
２．両枠組みを受けた今年からの対策実施及びパリ協定の早期発効・実施の重要性に合意
３．大地震等災害時の廃棄物対策等における経験や政策の共有を図ることに合意

（個別分野の主な進展）

１．中国をはじめとする環境技術のニーズと日本などが持つ環境技術のマッチングを促進す
る「技術ネットワーク」を三カ国で新たに立ち上げ。今後、様々な環境分野の技術支援に活
用可能なプラットフォームとして優れた対策技術の普及に活用。

２．大気汚染問題について、PM2.5対策が優先課題であることを確認。PM2.5の発生源に関
する研究、PM2.5対策に資する技術に関する情報交換を強化することに合意（上記「技術
ネットワーク」を活用）。今後、日本の技術、知見の貢献により地域のPM2.5対策を促進。

３．海洋ごみ問題の解決のために連携が不可欠な中国・韓国と、初となるワークショップを
開催。今後、海洋ごみに関するデータの共有、調査結果等についての情報交換など協力
を強化。


